
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小菅六雄  比江６６８-３    （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 
野並享子  北野１-7-10   （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 
太田健一  近江冨士 2-11-25 （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

学  区 野洲 北野 三上 祇王 篠原 中主 合 計 
人  口 12372 7670 5699 9481 3663 12020 50905 
延 人 数 7523 3521 2677 3452 2997 8996 29166 入 

院 1 日当たり 20.6 9.6 7.3 9.7 8.2 24.6 79.9 
延 人 数 21174 9716 7212 10644 5688 13072 67506 通 

院 1 日当たり 58.0 26.6 19.8 29.2 15.6 35.8 184.9 

 

問 

安
倍
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表

明
し
た
。
農
業
の
み
な
ら
ず
医
療
保
険

制
度
や
食
の
安
全
な
ど
崩
壊
さ
せ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
参
加
す
べ
き
で
な
い
。 

答 

も
っ
と
慎
重
な
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。 

 

問 

村
田
製
作
所
９
０
８
５
億
円
、
京

セ
ラ
１
兆
５
２
３
５
億
円
も
の
内
部
留

保
が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
取
り
崩
せ
ば

雇
用
拡
大
と
賃
上
げ
は
可
能
。
野
洲

市
で
も
若
者
の
雇
用
は
深
刻
で
あ
り
、

市
と
し
て
、
市
内
の
大
企
業
に
雇
用
と

賃
上
げ
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。 

答 

市
レ
ベ
ル
で
言
っ
て
も
無
理
。
税
制

で
も
っ
て
動
か
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。 

 

問 

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
が

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

生
保
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
就
学
援
助
や

国
保
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
、
市
民
生

活
全
体
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。 

答 

格
差
社
会
、
経
済
不
況
な
ど
、
こ

の
矛
盾
点
を
直
す
べ
き
。
単
に
給
付
を

下
げ
れ
ば
済
む
問
題
で
は
な
い
。 

 
問 

地
元
校
で
あ
る
野
洲
養
護
学
校

の
大
規
模
校
解
消
へ
、
分
離
・
新
設
を

市
と
し
て
県
教
委
に
主
張
す
べ
き
。 

答 

守
山
・
栗
東
市
あ
た
り
に
も
う
一

校
建
て
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。 

昨年１２月議会で市の｢新病院整備方針｣が賛成

多数で承認されました。しかし、市長は「大多数の賛

成でなかった」として「検討を凍結」しました。このま

までは、野洲市に総合病院がなくなる恐れも。市民

の命と健康を守る新病院の早期整備を求めました。 

総務常任委員会委

員。議会改革特別委

員会委員長。議会運

営委員会委員。 

 

新年度の当初予算を審議する２月定例市

議会は２月２７日から３月２５日まで開催され

ました。 
 
共産党市議団は小菅市議が代表質問、野

並・太田議員が一般質問で市民の暮らしを守

る市政を求めました。 

        共産党市議団は「ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求め

る意見書」を提案しました。しかし、意見書に賛成は、共産党市議

団ら４名だけ。保守系会派らは全員反対し不採択となりました。 
 
野洲市農業委員会も、「参加やめよ」の意見書を採択していま

す。にもかかわらず、市議会が「ＴＰＰ参加やめよ」の意見書を不

採択にしたことに強い批判がでています。 



 

 議員定数を２０から１８にする削減案が提案されました。合併時

３４名の定数を前回選挙では２０名まで削減しています。市民の

声が届かなくなる削減に道理はありません。今議会では、議員

報酬３５万円（月額）から３０万円に減額する改正がされました。 

 国保税（介護分、４０～６５歳未満）の値上げが提案さ

れました。それでなくとも高い野洲市の国保税です。市

が国保会計への繰り入れを減らしたことが、高い国保

税につながっています。質疑では、「一般会計からの

繰り入れを増やし、値上げをやめよ」と求めました。 

６月定例市議会は、２月２８日から３月２５日の予定で開
催されます。ご意見やご要望をお気軽にお寄せください 

日本共産党市議団ニュース               ２０１３年４月７日                              （２） 

３月定例会の一般質問は、『イジメと体罰』

について質問しました。野洲市の教育委員会

への報告には、イジメや体罰に関する重大な

問題の報告は無いとの事ですが、質疑の中で

様々な課題も浮き彫りとなりました。大切な事

は、生徒・教師・保護者との信頼関係です。そ

して、教員の多忙化の解消や教育そのものの

在り方、背景にある社会全体の問題など、根

本的な問題として大きく捉えてイジメや体罰と

向き合う必要があります。 

 議案に関しては【野洲市廃棄物の適性処理

及び再利用並びに環境美化に関する条例の

一部を改正する条例】に対して、反対討論を

行いました。違法業者に対する取締りは必要

な事ではありますが、善良な市民が市民を監

視し、結果的には刑罰により前科者となる可

能性がある条例は如何なものかと考えます。

本来、行政や地方自治体の在り方や役割とし

ては、殺伐とした社会の中、市民に通報責務

を追わせた上に即罰則ではなく、市民に対し

て『啓発と指導』『モラル向上』の取り組みによ

り資源ゴミの持ち去りを無くしていくべきです。 

環境経済建設常任

委員会副委員長。守

山野洲行政事務組

合議員。 

 

太
田

健
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野
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小
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議案・意見書 提案者 共産党  野 洲 ネ ッ ト 野 洲 新 風 ク ラ ブ 政 友 会 新 政 ク ラ ブ 

平成２５年度一般会計、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険 市 長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

国保税（介護保険分）の値上げ条例改正。ごみ持ち去り罰則規定条例 市 長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議員定数削減（２０名→１８名）           新政クラブ、野洲新風クラブ ２会派 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 

議員報酬引き下げ（月額３５万円→３０万円）  共産党、野洲ネット、政友会 ３会派 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● 

ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

少人数学級の実現を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断治療の推進を求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 
 
 
 
 

長 

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ 

 

公明党 

共産党市議団は議案の内、市民の暮らしを脅かす７議案に反対し、３９議案に賛成しました 

文教福祉常任委員

会委員。湖南広域

行政組合議会議

員。 

避難場所となっている野洲第２保育園、三

上保育園の跡地が、売却計画だが、売却して

はならない公共用地ではないかと質問。 

当局は、「三上保育園の周辺には１９か所

の公園、田畑などあり、野洲第２保育園周辺

には４つの公園、近隣に田畑や大型スーパー

の駐車場などのオープンスペースある。一時

避難所として残す必要はない」と答弁。 

栄地域の公園はちびっこ広場であり、近隣

の田んぼは、避難できない時期がある。現在

の開発指導要綱なら、保育園用地ぐらいの緑

地は必要であり、避難所として残し、住民が安

心して暮らせる街にすべきと発言。 

 

 

給食の食材の残留放射能を検査し、公表を

すべき。保育園・子ども園の給食を自園方式

にして、安全な地元の食材を使えば危険回避

と農業振興にも繋がると質問。 

当局は「出荷時に測定がされ公表してい

る。子ども園の給食も従来通り３歳以上はセン

ター給食」と答弁。 

 


